
校種間連携を活かした、 

生徒の自由な発想による自然科学分野の探究プログラム 

− 高大・小中高連携を通して、

思考力・判断力・表現力を養うための生徒主体の実践研究 − 

実施担当者 京都府立園部高等学校 

指導教諭 遠山 晶子 

教  諭 友松 央樹 

教  諭 坪内 史弥 

教  諭 吉田 直樹 

教  諭 高橋幸太郎 

実習助手 吉田 侑樹 

１ はじめに 

このプログラムは、生徒の主体的に取り組む姿勢を促し、「課題を設定し、科学的に探究する能

力」の育成及び表現力を育むこと、さらに科学的なものの考え方・見方を養っていくことを目的と

して取り組んでいる。また生徒の自由で多様な発想による探究活動を実現するために、理科教員全

員で、指導と評価の一体化を目指したルーブリックや探究活動のための事前学習の開発に取り組ん

できている。今年度も昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、生徒活動が制

限され、一部当初の計画通りに進めることはできなかったが、探究活動や発表については実施する

ことができた。今年度の取組の様子を以下に示す。 

２ 探究活動 

２－１ 探究活動全体のルーブリックの改善 

昨年度の本校生徒

の探究活動の様子や

論文等を担当教員で

評価分析し、ルーブリ

ックの表現を改善し

た。特に変更したのは

結果と考察の部分で

ある。結果をどのよう

に解釈し、その解釈を

元にその原因等につ

いて仮説と照らし合

わせて考察すること

ができることを到達

目標にして指導をし

ていくことにした。結

果から解釈、考察まで

のスキルについては、化学基礎の「溶解熱の測定」実験を通して説明、実践させた。シンプルな結

果が得られる実験であり、解釈や考察に慣れていない生徒にとっても良い課題であると言える。 

表１ 課題研究包括的ルーブリック



 

 

２－２ 事前学習の実施 

 今年度も探究活動に必要なスキルについて学ぶ事前学

習に取り組んだ（表２）。今年度前半は感染防止対策によ

る活動制限があり、ミニ探究実験を実施できなかった。ミ

ニ探究実験では、現象に寄与する要因（ファクター）を考

えて「仮説設定」し、対照実験をふまえた「検証実験の計

画」を立てるスキルを身につけることを目標としていた。 

昨年度の総括より、生徒同士の交流を通して、テーマ設

定にいたるまでの「仮説設定」や「検証実験の計画」を深

める活動を重視した。感染症対策のために交流方法を工夫

して実施した（図１）。多くの生徒が「テーマ・仮説設定

をする力がついた」と感じていることがアンケート結果か

らわかる（表５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 交流の様子       図２ 特別講義の様子 

 

 大学の研究アドバイザーの先生方による特別講義は、感染対策をした上で実施することができ

た（表３、図２）。生徒たちは、講義の内容を探究テーマに活かしたり、研究に取り組む姿勢や留

意点などを参考したりすることができたようである。 

 

２－３ 探究活動（イントロダクションの作成・研究活動） 

生徒全員が 1 つずつ研究テーマを考え、「イントロダクション（研究の背景と目的）」を発表し

た。その中から生徒が 10 テーマを選び、グループに分かれて再度研究テーマと研究方法について

検討した。ブラッシュアップされたイントロダクションを元に、最終的には８グループに分かれて

探究活動に取り組むことになった。研究アドバイザーの大学教員やその他の研究者と連絡をとりな

がら、研究の方向性について生徒自らが考え、実験計画を作成した。研究テーマは表４の通りであ

る。 

              表４ 研究テーマ一覧 

 

 

 

1 科学的ってなんだろう
2 科学的アプローチてどうやるの？
3 いい研究テーマって何だろう？

イントロダクションを作ろう
4 科学論文の構成を知ろう
5 Referenceをつけよう
6 テーマを決めよう・交流の仕方

特別講義について
イントロダクションのブラッシュアップ

7 個人ノートの書き方
8 実験ノート（グループノート）の書き方
9 実験計画表

10 アブストラクトを書いてみよう
11 ポスター作製について

表２ 事前学習 

ふっくらと膨らんだホットケーキを作りたい 無農薬できれいな野菜を育てるために

アリの食物に対する嗜好性 射光時の布の色と繊維の違いによる温度上昇の変化

音と声かけによる植物への影響 コオロギが好む環境要因

虹の色の数を変えることは可能なのか 街路樹の大気浄化能力

表３ 特別講義 

特別講義　タイトル 講師

生き物が作り出す有機分子 ～その形・役割・応用的利用～
清水　伸泰　氏
　　（京都先端科学大学バイオ環境学部　教授）

植物をめぐる社会的課題 ～生物多様性・都市温暖化～
（オンラインによる講演）

半場　祐子　氏
　　（京都工芸繊維大学工芸科学部　教授）

身近な自然から大地のおいたちを考える
―シリカを主成分とする化石の特徴と研究例―

田中　里志　氏
　　（京都教育大学教育学部　教授）

不思議な超伝導
吉村　一良　氏
　　（京都大学大学院理学研究科　教授）



 

 

探究活動期間は、週３～４時間、９月中旬から 11 月末までの２ヶ月あまりであった。毎時間グ

ループノートに議論したことや実験観察した条件・結果等を記録するとともに、個人ノートにもそ

の時間に考えたこと、気づいたことなどを記録させた。初めに予想した結果が得られないことも多

かったが、実験条件やパラメーターを再検討したり、仮説を設定し直したり

しながら、実験や観察を続けた。アドバイザーの大学の先生からメールやオ

ンラインによるアドバイス等を得たこともあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図３ グループ活動の様子 

 

 11 月、京都府の SSH 校を中心とするみやびサイエンスフェスタポ

スター発表会に参加した。この段階では研究途中であったが、それ

までの仮説や実験計画を整理して発表した。質疑応答の中で、実験

条件や方法に対するアドバイスをいただいたり、新たな視点に気づ

かせていただいたりした。この経験を残りの研究活動に活かすこと

ができた。                   

２－４ 研究発表（アブストラクトの作成・ポスター発
表） 

 研究発表・論文作成の前に、生徒全員に一人ずつアブストラクト

（研究要約）を作成させた。文章化することで、研究内容を整理して

理解を深めることを目的としている。また、発表や論文作成をするに

あたり、グループ全員で共通認識をもつことも目指している。 

 12 月 16 日に校内研究発表会をポスター発表の形式で実施した。ア

ドバイザーの先生方４名にも来校いただき、ポスター発表の評価を

していただいた。 

 

 校内研究発表会以外にも以下のとおり、発表する機会を得た。 

(1) 令和３年 11 月 13 日 第３回みやびサイエンスフェスタ 自然科学系分野ポスター発表 

(2) 令和３年 12 月 26 日 中谷医工科学教育振興財団科学教育振興助成成果発表会（オンライン）  

(3) 令和４年１月 20 日 本校附属中学校３年対象 研究発表 

(4) 令和４年２月 20 日 高校生理科研究発表会（京都府高校理科教育連絡協議会、オンライン） 

(5) 令和４年２月 22 日 園部高等学校実践発表会（全校生徒対象、校内オンライン）   

(6) 令和４年３月 10 日 京都府立洛北高等学校サイエンスⅡ オンラインポスター発表 

 

今年度も地域の小学生対象の発表は開催することができ

なかったが、高校生や中学生等対象に発表する機会は何度も

得られ、それを通して実験内容のより深い理解と発表スキル

の向上が見られた。ただ、オンライン発表が多く、質疑応答

が活発になることは少なかった。 

最後に、各グループが論文を作成し、論文集にまとめた。 

図４ みやびサイエンスフェスタ

ポスター発表会の様子 

図５ 校内研究発表会の様子 

図６ 園部高等学校実践発表会の様子 



 

 

２－５ ルーブリックによる評価、アンケート結果 

探究活動の前後で行ったルーブリックによる自己評

価の結果を図７のグラフに示す。どの項目についても平

均して 1 ポイントずつ評価が上がっている。また、事後

に実施したアンケート結果から、「課題研究を通して自

分は成長できた」と感じている生徒が 84％にのぼり、積

極的に探究活動に取り組んだ様子もわかる。 

 アンケート結果の一部の項目について、「そう思う」

「まあまあそう思う」と回答した生徒の割合を表５に示

した。この結果より「テーマ・仮説設定」の力や、「根

拠」を見極める力などが身についたと感じた生徒が多か

ったことから、事前学習や探究活動の成果が現れている

と言える。ただ「質問をする」ことや「研究ノートの記

入」に関しては、昨年度よりは多くなったものの、依然

として４割程度の生徒ができていないためサポートの

工夫が必要である。 

               表５ アンケート結果 

アンケート項目 ＊生徒の割合 

１ テーマ・仮説設定をする力がついたと思う 81％ 

２ 「根拠がある」と「根拠がない」を見極めることができる 86％ 

３ 通常の授業よりも探究活動の方が深い知識・理解が必要となると思う 84％ 

４ 発表のためのポスターを作る力がついたと思う 82％ 

５ 発表を聞く中で質問をすることができた 63％ 

６ 個人の課題研究のノートをメモや振り返りなど活用することができた 64％ 

          ＊それぞれの項目について「そう思う」「まあまあそう思う」と回答した生徒の割合 

３ まとめ 

今年度は、課題研究の包括的ルーブリックの改善と事前学習の再検討、大学との連携講座を実施

することができた。新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動の制限があり、ミニ探究実験や小

学生との交流は今年度もできなかったが、生徒同士の交流方法を工夫し、ユニークなテーマで探究

活動を実施することができた。また、府内の高校生とのオンライン発表や附属中学校でのポスター

発表等、発表の機会を多く経験させることができた。来年度は探究活動のルーブリックの再検討及

び事前学習の更なる改善と、対面での他校種の交流を目指したい。 
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